
には、この蛹のとげの部分が刺さるので
しょう。首筋に入ってチクッとすることが
よくありました。

大体、この水漬け（水戻し）作業は24時
間を目途とします。冬場は原皮の戻りが悪
いので少しお湯を使う事も有りますが、国
内では常温での作業が普通です。

水漬けを終えた原皮、この場合は牛原皮
ですが、その断面図です。魚や爬虫類の皮で
はこの毛が鱗に変わると思ってください。

この皮の乳頭層と網状層の部分がコラー
ゲン線維です。これからの作業でコラーゲ
ン繊維以外の部分を除去して行くのが準備
作業です。

水漬けを終えた皮はフレッシングと言う
工程に移されます。この場合は新鮮と言
う意味のfresh では無く、肉と言う意味の
flesh です。文字通り、皮の肉面に付着し
ている脂や肉、結締組織を除去します。

現在はロールで挟み込み、高速で回転す
るロール歯とロールとの隙間で簡単に削り
取れますが、昔は蒲鉾状の板の上に毛を下
に皮を広げ、銓刀と言う両端に取っ手の付
いたナイフで削り取っていました。

この結締組織の除去が上手く行われない
と、皮の肉面からの薬剤の浸透が不十分と
なり鞣しが上手く行えません。

個人の方が鹿や猪の皮を自分で鞣してみ

たいと言うメールを頂きますが、この特殊
なナイフと蒲鉾板が無いと、殆どの方がこ
の作業でギブアップされます。

皮革業界ではこの削ぎ落した肉片や結締
組織の事をニベと呼び、ニカワやゼラチン
の原料として使用します。

このニベと言う言葉は、江戸時代の高級
なニカワをニベと言う魚の浮き袋から作っ
た事から、後になってニカワの原料をニベ
と呼ぶようになった様です。ニベはグチや
イシモチとも呼ばれる魚で、キス釣りの時
にキス以外でよく釣れる魚です。

現在でも＜ニベもなく断られた＞と言う
様に人間関係の密着度を表す言葉で残って
います。

肉面の結締組織の除去が済めば、次は一
番厄介な毛の除去です。

太鼓用皮など昔ながらの方法だと、糠
ぬか

な
どを塗って毛根部をバクテリアの働きで緩
め、その後物理的に除去します。

姫路の白鞣しも同様に市川の川中に皮を
晒し、水中のバクテリアにより毛根部を緩
めて抜きます。近年には酵素脱毛なども開
発されましたが、均一な脱毛を行うのが難
しく、消石灰による石灰脱毛が広く行われ
ています。

消石灰液に漬ける事で、皮のコラーゲン
線維がアルカリ膨潤を起こし、毛根部が緩
む事を利用した方法です。

現在では硫化ソーダや水硫化ソーダを用
いて毛を溶かし、時間差で消石灰でアルカ
リ膨潤させることで脱毛とコラーゲン線維
のオープニングを同時に行う方法が取られ
ています。

昭和61年（1986）から書き始めた「靴の
歴史散歩」も、数えて127号、連載31年余
を迎えたから、ありがたいことである。

この連載によって、靴業の祖・西村勝三
翁の偉業については、数多く掘り起こせた
と思っているので満足している。心残りは
浅草靴産業の祖・弾直樹の事績である。夢
に見るほど恋焦がれていても、関係資料が
出て来ないことには致し方ない。新資料の
出現を期待したい。

私は、昭和22年（1947）敗戦の混乱期に
叔父の経営する婦人靴メーカー「宮本製
靴」に入社し、業界入りをしている。偉そ
うにいうが、肩書きは「見習小僧」、年も
半端な19歳であった。

統制解除（昭和25年）から圧着靴全盛期
へと移行する変革期に、ちょうど居合わせ
た年齢である。私なりの靴産業戦後史は語
れるので、それをまとめて「靴の歴史散歩」
の完結としたい。

入社当時の宮本製靴は、葛飾区立石に工
場と本社、台東区吉野町（現・今戸２丁目）

の電車通りに卸部。小売部もあって、銀座
西５丁目スキヤビル（現・ソニービルの一
郭）の宮本靴店（写真１参照）と、銀座６
丁目交詢社ビル前に「マキの店」のワンケー
スショップ。これはちょっと説明が必要だ
が、「土一升に金

かね

一升」の銀座のこと、丸丸
一軒では家賃も払いきれないので、ケース単
位で払い、共同店舗で経営するスタイルが
多くあった。異業種でもそんなケースはあっ
て、和菓子屋さんと靴屋さんが、ケースを
並べて商売をしていた、という例もあった。

もともと叔父は、銀座ワシントン靴店に
勤めていて、復員後独立した人だったの
で、銀座に店を持つということは、若い時
からの願望であったようである。

婦人靴専門店だったので、女優さんでは
高峰秀子さん、中村メイ子さん、SKDの曙
ゆりさん、朝霧鏡子さんなどもお得意さま
であった。
　写真２は、昭和27年数寄屋橋交差点よ
り朝日新聞本社と日劇を望む。（撮影は共
に筆者）
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